
今回の施設園芸現地研修ツアーは、当協会として初めてオーストラリアを訪問します。

現在、日本の施設園芸は、気候変動、労働力不足、エネルギー・資材の高騰などの課題を抱え、大きな転換

期を迎えていますが、こうした課題にいち早く取り組み、実践的な解決策を示しているのがオーストラリアの施

設園芸です。本ツアーでは、厳しい自然環境や労働力不足などの課題を克服し、高度な環境制御と大規模・

高効率経営を実現して、如何にして発展したかを実際に見て、学んでいただく絶好の機会です！

②現地の行政担当者、研究者、生産者、企業関係者との意見交換              
                  

2026 オーストラリア施設園芸現地研修ツアー
 ご案内 日程：令和8年11月22日（日）～11月27日（金）

南半球最大級（60ha）の大規模ハウスをはじめ、徹底した労務管理・生産効率化や最新設備を導入した生
産施設、豪州最大規模の苗生産企業、現地温室設備メーカー、世界的な点滴潅水メーカー施設、豪州最大
の青果・花き卸売市場などを訪問します。 政策・研究開発から施設・設備、生産、流通までを体系的に学べ
る内容となっています 。

①オーストラリアの施設園芸を、研究開発、施設・設備、生産、流通まで体系的に学ぶ 

青果花き卸売市場

主なツアーのポイント

ビクトリア州政府およびＰＣＡ（豪州施設園芸業界団体）、農業コンサルティング会社等との意見交換を行
います。施設や設備を見るだけでなく、技術開発の背景や経営の考え方、現場の課題への対応について直
接話を聞くことで、帰国後の技術導入や経営改善、新たな連携やビジネス展開につながる機会となることを
期待しています。

大規模ﾊｳｽ（60ha） ｾﾝﾄﾊﾟﾄﾘｯｸ大聖堂豪州最大苗生産企業最新設備ﾄﾏﾄﾊｳｽ

研修の拠点となるメルボルンは、「世界で最も住みやすい街」とも云われ、
11月は初夏を迎え1年で最も過ごしやすい時期にあたります。
研修の合間に、歴史的なビクトリア調の建築と最先端のアートが調和した

美しい街並みもお楽しみください。

近年、オーストラリアでは、施設園芸が急成長を遂げており、世界中から注目を集めています。

日本の施設園芸が今後直面する課題に、先んじて取り組んできた強みがそこにあります。

〇過酷な自然環境・水不足が生んだ効率的な資源利用

深刻な水不足や寒暖差、記録的な豪雨といった気候変動リスクを克服するため、高度な環境制御と最先

端の点滴潅水・節水技術が進化しました。限られた環境資源で最大の収量を上げるノウハウが確立されて

います。

〇高い人件費・労働力不足を克服

世界トップクラスの高人件費（時給3,000円超）でありながら、徹底した自動化・データを活用した労務管理

の最適化等により、１人あたりの生産性を高め、高い収益性を両立させています。人件費高騰や人手不足

に悩む日本の施設園芸の参考になるポイントです。

〇政府・業界が一体となった推進体制

ビクトリア州政府による積極的な投資誘致や規制緩和、また生産者・企業・研究機関を繋ぐ業界団体（ＰＣ

Ａ）の連携により、産業界全体で持続的な成長とイノベーションを支えるシステムが構築されています。

なぜ今、オーストラリア（ビクトリア州）の施設園芸なのか？

研修の拠点



◆予定日程表 ●参加要項

■日程：令和8年11月22日（日）～27日（金）

■定員：25名（先着順）
（実施人員：15名以上）

■参加費用：約８２０,０００円 
[上記費用に含まれるもの]
①航空運賃（エコノミークラス）
②現地貸切バス代
③宿泊料金

（４連泊 ４星ｸﾗｽ シングル利用）
④食事料金

（朝食４回、昼食４回、夕食４回）
⑤手荷物料金（規定範囲：20㎏以内）
⑥出国税込み
⑦燃油サーチャージ（追加分徴収無）
⑧視察先謝金・謝礼など
⑨専門通訳料･ガイド料

[上記費用に含まれないもの]
 個人的性格の費用
（国内交通費、超過手荷物代、旅券発行

費用、任意保険料、Ｗｉｆｉ、電話代等、
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ電子査証（ＥＴＡ）代）

メルボルン

 研修企画・主催：

 一般社団法人 日本施設園芸協会
 問合せ先：参事 細野 浩司
TEL：０３－３６６７－１６３１   

FAX：０３－３６６７－１６３２

hosono@jgha.com

旅行取扱い：
観光庁長官登録旅行業第939号
株式会社農協観光 首都圏支店
総合旅行業務取扱管理者：郡司掛 修
担当：支店長 郡司掛 修
TEL：03-6665-0007  FAX：03—3213-10771
携帯：070-1587-9345
 Ｅメール： gunjigake@ntour.co.jp

申込み期限は9月16日（水）です。別紙申込書をメールまたはFAXでお送りください

日次 月日（曜） 都市名 時間 交通機関 日程 食事

成田空港 各自にてご集合　空港にてチェックイン

11月22日

（日） 成田空港 19：20 ｶﾝﾀｽ航空 成田空港より空路、メルボルン空港へ【所要時間：10時間25分】

QF080 （機内　泊）

07:45 メルボルン空港着

メルボルン 09:30 専用車 メルボルン空港発より市内へ移動（約1時間）

10:30-11:30 市内流通事業視察（地元スーパー等）

11月23日 13:00-14:00 【視察】①ビクトリア州政府　訪問

（月） 　　　　※ビクトリア州政府農業部門より豪州施設園芸の概要説明

14:00-15:00 【視察】②フルーツフル・インサイツ（Fruitful Insights）訪問

　　　　※農業コンサルティング会社 朝：機内

15:10 ホテル到着　市内視察　夕食 昼：○

（メルボルン　泊） 夕：○

08：00 朝食後、ホテル出発

メルボルン 09:00-10:00 専用車 【視察】③バトラー・マーケット・ガーデンズ社　訪問

　　　　※葉物野菜生産者（作業動線、労務管理、生産効率等）

11:00-12:00 【視察】④パワー・プランツ・オーストラリア社　訪問

11月24日 　　　　※温室・設備設計、環境制御、水耕栽培を扱う企業

（火） 14:30-15:30 【視察】⑤フレーバライト社　訪問

　　　　※南半球最大の大型商業温室生産者（６０ha超の規模）

15:30-16:30 【視察】⑥プロテクテッド・クロッピング・オーストラリア（PCA）

　　　　※豪州施設園芸の業界団体。生産者、企業、研究機関等で構成 朝：○

18：00 ホテル到着　夕食 昼：○

（メルボルン　泊） 夕：○

7：30 朝食後、ホテル出発

メルボルン 8:30-9:30 専用車 【視察】⑦ブーマルー・ナーセリーズ社　訪問

11月25日 　　　　※豪州最大の大規模苗生産企業

（水） 10:30-11:30 【視察】⑧ネタフィム社　訪問

　　　　※点滴潅水の世界的企業。水資源の有効活用技術

15:00-16:00 【視察】⑨カトゥンガ・フレッシュ社　訪問

　　　　※豪州を代表する大規模トマト生産企業 朝：○

18:30 ホテル到着　夕食 昼：○

（メルボルン　泊） 夕：○

04：00 ホテル出発

メルボルン 05:00-09:00 専用車 【視察】⑩メルボルン青果・花き卸売市場

11月26日 　　　　※ビクトリア州の青果・花卉卸売市場（市場ガイド付き）

（木） 10:00-17:00 【自由時間】＜希望者のみ＞メルボルン市内観光 朝：○

18:00～ ホテル到着　夕食（解団式） 昼：○

（メルボルン　泊） 夕：○

朝 朝食後、ホテル出発

メルボルン 専用車 メルボルン空港へ移動　出国手続き

11月27日 09:25 ｶﾝﾀｽ航空 メルボルン空港発　【所要時間：10時間15分】 朝：○

（金） 成田空港 17:40 QF079 成田空港着　解散 昼：機内

※施設先は相手先都合により変更になる場合もございます。

※交通機関ならびに時刻は変更になる場合もございます。
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